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５：廊下幅を拡げることで、煙の拡散や温度上昇を抑えることができる。 
 ３つ目の分析から、廊下幅を拡げて開放性の高い空間をつくることで煙が拡散し、煙の
濃度や温度の上昇を抑えることがわかった。既往研究において、開放性の高い空間をつく
ることは、煙の拡散を招き、防火区画などが難しくなるため、好ましくないとされてきた。
しかしながら、本研究により、きちんとゾーン分けをし、計画的に共用空間の廊下幅を拡
げることで、防火区画もよりし易くなり、また、煙の影響による危険性を抑えることがで
きるとわかった。そのため、一概に廊下幅を拡げることが、悪影響であるという認識に私
は異議を唱える。 
６：居住ブロックに隣接して出口を設置し、避難の際にはその出口を優先するべき。 
 ４つ目の分析から、居住ブロックに隣接して出口を設置し、その出口を避難の際に使用
することが、避難の安全性や避難時間の面において有効であると考えられる。しかしなが
ら、施設がユニット型の施設でない場合や、各居住ブロックが変則的な形をしている場合
には当てはまらないため、ケースに応じた判別が必要である。 
 
５：今後の展望、課題 
 本研究では、これから先の高齢者施設の必要性とそのような高齢者施設における既存
の建築基準法の不十分さを指摘することから始まり、既存の施設を仮想リフォームにより
空間変化させ、それを分析することで、災害時により安全な高齢者施設はどのようなもの
なのかを模索した。しかしながら、そのプロセスの中でいくつか課題が見えてきた。今回
の仮想リフォームでは、防災的安全性を中心にリフォームした。しかしそれだけで、真に
高齢者に有意義な建築と言えるのか、という疑問を解消するために、防災面だけでなく、
高齢者の好みや、痴呆などの症状を改善するための空間リフォームも同時に行った。その
結果、災害時避難の安全性を分析する際に、余分な変数の影響がでてしまい、一概に「あ
る一部分を変えた結果、このように安全性が向上した。」と言うことができず、ケースス
タディとして扱われる結果が多くなった。そのため、今後の研究では、そのような変数を
考慮して、安全性に絞った研究を行うことで、より防災的な研究が可能になると思われ
る。 
 本研究では、既存の建築基準法が不十分であるため、防災面について不十分な施設が多
いという指摘をした。それを踏まえて、既存の法律を変えることは困難であるので、設計
者の意識を変える研究になることを期待して研究を進めた。このような研究が増え、設計
者の意識が変わることで、より良い高齢者施設の形になっていくことを私は期待する。ま
た、法律の専門分野の研究者が、本研究のような研究に影響を受け、法律を変えることの
できるような新たな研究が現れることを、私は願っている。 
